
第２回日本大腸検査学会北海道支部例会 

プログラム（HP版） 

日時：2019年 2月 23日（土）10:20－17:00（予定） 

会場：札幌厚生病院 新館 3F 大講義室 

札幌市中央区北 3条東 8丁目 5 

会長：今村 哲理（札幌厚生病院） 

 

・受付は 9:30から開始いたします。 

・参加費は会員 医師 1,000 円、メデイカルスタッフ 500 円。会員とは日本大腸検査学会

北海道支部正会員、施設/部門会員、賛助会員です。非会員 2,000円です。 

・共同演者も含め演者は会員に限ります。未入会者は事前にご入会ください（本学会北海

道支部HPから手続きください）。当日、受付での手続きいたしませんのでご了承ください。 

・日本消化器内視鏡技師会員には参加点数が付与されます（詳細は学会 HP をご覧くださ

い）。 

・会員には事前にプログラム抄録集お送りしますので、必ずご持参ください。当日配布は

ありませんので、ご注意ください。 

 

【例会運営事務局】（株）エムコム 

横井隆識 

〒001-0011札幌市北区 11条 4丁目 1-15 

電話：011-728-6188  FAX：011-728-6151  E-mail：takanori_yokoi@ni.wism-mutoh.co.jp 

 

【事務局】札幌厚生病院 消化器内科 

道上 篤、賀集剛賢 

〒060-0033札幌市中央区北 3条東 8丁目 5 

電話：011-261-5331  FAX：011-261-6040  E-mail：jsce.ho@gmail.com 

https://jsceho.wixsite.com/jsce-ho 
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プログラム目次（タイトル、演者、司会のみ掲載） 

（9:50-10:15 総会） 

10:20-11:00 モーニングセミナー I 

            クローン病の病勢評価と生物学的製剤による長期マネジメント 

演者：那須野 正尚（札幌厚生病院 IBDセンター） 

司会：田中 浩紀（札幌厚生病院 IBDセンター） 

（共催：EAファーマ株式会社・アッヴィ合同会社） 

 

11:05-11:45  モーニングセミナー II 

本邦 IBD診療における検査の工夫～米国での留学経験も踏まえて～ 

演者：山田 哲弘（東邦大学医療センター 佐倉病院） 

司会：前本 篤男（札幌東東徳洲会病院 IBDセンター） 

（共催：杏林製薬株式会社） 

 

12:00-12:50 ランチョンセミナー 

潰瘍性大腸炎における大腸検査の意義 up-to-date 

演者：緒方 晴彦（慶応義塾大学医学部 内視鏡センター） 

司会：勝木 伸一（小樽掖済会病院 消化器病センター） 

（共催：田辺三菱製薬株式会社） 

 

13:00-13:40 理事長講演 

大腸内視鏡検査の未来－検診と AI人工知能診断－ 

演者：工藤 進英（昭和大学横浜市北部病院 消化器センター/日本大腸検査学会理事長）

司会：今村 哲理（札幌厚生病院） 

（共催：株式会社 JIMRO） 

 

13:45-14:12 一般演題（筆頭演者のみ掲載） 

司会：青木 敬則（手稲渓仁会病院 消化器病センター） 

袴田 麻美（札幌東徳洲会病院 消化器・IBDセンター） 

1 小児大腸内視鏡における内視鏡機種選択の有用性 

箕浦 愛（札幌厚生病院 胃腸内科） 

2 当院おける直腸神経内分泌腫瘍（NET）の診断と治療の現状 

横山 崇（札幌厚生病院 胃腸内科） 

3 憩室出血に対する前処置の有無の比較 

井上 杏奈（医療法人 徳洲会札幌東徳洲会病院 消化器・IBDセンター、ME室 ） 

 



14:20-15:00 アフタヌーンセミナーI 

慢性便秘症の診断と新規便秘薬の使い方 

演者：石山 元太郎（札幌いしやま病院） 

司会：小澤 広（札幌厚生病院 胃腸内科） 

（共催：持田製薬株式会社） 

 

15:05-15:45 アフタヌーンセミナーII 

大腸腫瘍に対する内視鏡治療戦略 

演者：森田 圭紀（神戸大学医学部付属病院 消化器内科） 

司会：前田 聡（札幌厚生病院 胃腸内科） 

（共催：オリンパス株式会社） 

 

15:50-16:40 パネルデイスカッション（VTR） 

大腸腫瘍に対する内視鏡治療の現況－基本から治療困難例の対策まで－ 

司会：吉井 新二（NTT東日本札幌病院 消化器内科） 

前田 聡（札幌厚生病院 胃腸内科） 

佐藤 貴幸（士別市立病院 内視鏡センター内視鏡技術科） 

【基調ミニレクチャー】 演者：吉井 新二（NTT東日本札幌病院 消化器内科） 

 

1 大腸 ESDにおけるMulti-loop法の feasibility の検討 

赤保内 正和（手稲渓仁会病院 消化器病センター） 

2 大腸 ESDに PCF-H290TL/Iを用いた臨床的有用性の検討 

乙黒 雄平（札幌厚生病院 胃腸内科） 

 

協賛謝辞 

アステラス製薬株式会社、アストラゼネカ株式会社、アッヴィ合同会社、 

EAファーマ株式会社、オリンパス株式会社、カイゲンファーマ株式会社、株式会社 JIMRO、 

株式会社ツムラ、株式会社ムトウ、杏林製薬株式会社、JA共済連、第一三共株式会社、 

武田薬品工業株式会社、田辺三菱製薬株式会社、富士フィルムメデイカル株式会社、 

ブリストル・マイヤーズスクイブ株式会社、ボストン・サイエンテイフィックジャパン株式会社、 

堀井薬品工業株式会社、持田製薬株式会社                       （五十音順） 

 

第 2 回日本大腸検査学会北海道支部例会の開催に際し、上記の企業様には多大なるご援助を戴きました。

ここに厚くお礼申し上げます。 

第 2回日本大腸検査学会北海道支部例会 

会長：今村哲理 



【支部賛助会員：オリンパス株式会社 カイゲンファーマ株式会社 フェリングファーマ株式会社】 

 

第 3回 日本大腸検査学会北海道支部例会のお知らせ 

会長：山野 泰穂（札幌医科大学 消化器内科学講座 准教授）   

（札幌医科大学附属病院 内視鏡センター センター長） 

日時：2020年 2月（予定） 

会場：札幌医科大学（予定） 

 

 


